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5日平均100mb高度変化と気象現象＊

今 田 克韓

　1．　ま　え　が　き

　中緯度対流圏において，亜熱帯ジェット気流の変動を

伴ったような大きな循環の変化は圏界面付近にも大きな

変化を及ぽしている．このため，逆に圏界面付近の変動

の傾向がわかれば，対流圏における大きな循環の変化傾

向を予想することができる．

　中緯度における100mb面は年間を通じて圏界面付近

に当っているので，100mbの5日平均の変化を経度に

そって追跡すると年間を通じてかなり規則的に正負域が

移動することがわかった．

　また，これに対流圏の大きな循環の変化が対応してい

るので，現象別の予報に役立っようである．

　2．　中緯度における100mb面の循環

　第1図は1957年3月の平均100mb図であるが，等高

線は極側に低く偏西風の場になっていることを示してお

り，等温線は中緯度の一55～一60。Cを境として，これか

ら北側で温暖域となり，低緯度側で低温で等温線が混ん

’でいる．このことは熱帯圏界面と寒帯圏界面の切れ目が

ちょうどこの中緯度に当っていることを示している．

　第2図は1957年1月1～10日の10日平均の140。E線に

1沿う鉛直断面図であるが，低緯度から中緯度にかけては
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熱帯圏界面が100mb付近に存在して温度傾向の大きな

ことがわかる．

　第1図で示された一55～一60。Cの温度帯は秋田一館野
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第2図　140。Eに沿う10日平均断面図
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第3図　秋田上空500mbと100mbの5日平均高度の変化
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第4図　100mb5日平均高度変化に用いた地点

上空にあり，亜熱帯ジェット気流の上部の圏界面付近の

温度であることがわかる．

　もしこの，立体構造が対流圏の大きなじょう乱によっ

て北上したとすると，中緯度の100mb面は急激に温度

が下がり，第1図からわかるように高度が上がることに

なる．逆にこの構造が南下すると，100mb面では温度

が上がり高度が下がる．

　このために，中緯度の対流圏での大きなじょう乱は

100mb面に明確な変化を及ぽしていることになる．そ

こで，中緯度においては100mb面のじょう乱を見てお

20

れば対流圏での大規模な変化がわかることになる．

　そこで，じょう乱の目安として高度変化をとり，5日

平均の500mb高度変化と100mbの高度変化との対応

を見てみると，対流圏での大きな正負の出現が100mb

面にも対応して現われていることがわかった．

　第3図は1961年の秋田上空のものであるが，正負の温

度変化が20～30日の問隔で起ぎている．これは中緯度の

対流圏内の大きな渦度が圏界面付近にも保存されて流れ

ているために生じた現象と解釈される．

　そこで，経度0度から経度約30度ごとに中緯度での地

点を選び（第4図），1961年について100mbの5日平均

変化の連続図を作ってみると，正負域の移動に規則性の

あることがわかった．

　すなわち，負域の出現は30～60。Eで顕著で，このと

きから平均して1日3～4度で東進して1400E線に達

している．第3図のRおよびTの印は60。E線に現われ「

たものが移動してきたものである．

　3．　100mb正負域の移動と異常気象

　近畿・中国・四国の大阪管内気象官署の資料による1961

職天気”14．12．
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第5図　100mbの正負域の移動と異常気象

年大阪管区異常気象報告にのっている現象と100mb5

日平均高度変化の連続図とを対比してみると第5図のよ

うになる．

　これによると，負域の移動は60。E線に現われてから

1967年12月

夏は30目．・春秋は20一》25日で140。E線に達している・

600E線に負域の現われる問隔は20～30日であ為b…

　この正負域の移動と地上気圧配置および異常気象との

関連をみると次のような傾向が見られる．

21



458 5日平均100mb高度変化と気象現象

　（1）負域が140。E線に達したときの500mb半旬偏

差図は日本の東谷型になっており，地上低気圧は日本の

東側で発達している．

　寒候期は大陸高気圧の張り出しが強く，したがって低

温で雨量は少なく，強風がある．またこの傾向は次の正

域の尾根が1400E線に達するまでっづく傾向がある．

　暖候期は低温で少雨の傾向が寒候期と同様に見られる

が，台風が接近しやすいので，このときは高温多雨をも

たらす傾向にある．

　（2）正域の尾根が1400E線に達したときの500mb

半旬偏差図は日本の西谷型になっており，地上低気圧は

日本付近で発達し，前線活動も活発である．

　寒候期は1200E線がすでに負域の中心となっており，

日本付近は南西流の場になりやすく，低気圧が発達して

風が強く，高温多雨の傾向にある．

　暖候期は春秋は寒候期の傾向があって高温多雨だが，

夏は高温少雨の傾向で，局地的な大雨がおこっている．

また，正域の尾根から負域の到着までは高温の傾向があ

る．

　4．現象別予報

　100mb面での5日平均高度の前半旬からの変化の移

動によって，それに対応する異常現象が現われているた

め，中緯度の60。E線付近で大きな負域を見てから，そ

↓
半

旬

　　　　　　　　　　　　も0　　　30　　　60　　　90　　！20　　140E：

22
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第6図　100mb半旬高度変化と現i象

の移動を追えば1200E線に達する時期と，1400E線に達

する時期にそれぞれの特異現象が発現しやすいことが予

想される．正域の移動は90。E付近からでないと明らか

になりにくいため，負域に着目した方が良さそうであ

る．

　（1）　高温と低温

　高温は正域の尾根が1400E線に達する時期で，負域が

120。E線に達するころに発現しやすい．

　低温は140。E線に負域が達する時期で，冬季は吹き出

しカミともブよう．

　高温と低温はっづいて起こりやすい．また，夏季以外

は高温多雨，低温少雨の傾向にある．モデル変化を第6

図に示す．

　（2）　異常乾燥、晩霜

　負域が140。E線を通って次の正域の尾根が来るまでの

期間におこりやすい．地上では北西風系で起っている．

　（3）　海　　　霧

　5月ころに正域の尾根が，1400E線に達する時期に瀬

戸内海では濃霧が発生しやすい．

　（4）入　　　梅

　負域が1200Eから1400Eに移る時期に当る．

　（5）　雷雨・台風

　負域が140。E線に達した時期に発生または接近しやす

い．負域は全般的に低温・少雨であるが，夏季は雷雨に

より局地的に多雨となり，また台風により高温，多雨と

もなりうる．

　（6）集中豪雨

　負域が1200E線に達した時期におこりやすい．全般的

にこの時期は高温多雨であるが，夏季には高温・少雨の

傾向で，梅雨期には地方により（やや広範囲に）集中豪

雨となりうる．

　（7）　例

　100mbの正負域の移動を平面的にみてみる．第7図

は100mbの1961年6月5～9日の前半旬からの高度変

化（単位：10m）であるが，第5図の6月5～9日の時

間変化に対応している．これによると，600E付近に顕

著な負域が出現しており，6月末ごろ日本付近への接近

が考えられる．また，120。E付近にも負域が出現してお

り，これは第5図から5月下旬にヨー・ッパを通過した

ものである．この極東の負域に対応して，この半旬には

低気圧が日本海で発達し，近畿中南部が強い風雨に見舞

われ，9日には近畿地方が入梅した．

　第8図は6月25～29日の前半旬からの100mbの高度

、天気”14．12．
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第7図100mbの1961年6月5～9日の前半旬
　　　　からの高度変化（単位10m）

，変化であるが，第7図に見られた60。Eの負域が東進し

て140。E～150。Eに達している．これは第5図の時間変

化図からも見られる．この半旬には台風6号が四国南沖

に接近し，7月上旬まで梅雨前線活動が活発で局地豪雨

が多発した．これは負域の分布が東西に広がっているこ

とにも関連があろう．また，第5図の6月25～29日に

60。Eでとらえられているように，第8図には東ヨー・

ッパの負域が新らしく出現している．

　このように，100mbの半旬平均の変化におよぽすよ

うな高度変化は，中緯度を中心とした正負分布を示し，

日本付近の高低気圧系の分布に大きく影響していること

がわかる．

　5．　ま　　と　　め

　中緯度対流圏での5日平均の大きな循環の変動は圏界

面付近にも大きな影響を与えているので，逆に圏界面付

近の変動の移動を見ておれば，異常気象を起こす程度の

．気象現象は20～30日前から予測できる．

　この5日平均の変動は60。E付近で顕著に現われ，1

日に3～4度で東進する波数4程度の進行性の波動のよ

うに思われる．
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第8図　100mbの1961年6月25～29日の前半旬
　　　　からの高度変化（単位10m）一

　この波動は60。E付近で20～30日ごとに現われている

ので，これを正負の変化傾向として追跡して補外すれ

ば，1か月予報には十分利用できる．

　すなわち，60。E線で100mb5日平均高度変化の大ぎ

な負を見つけてから，1日3～4度で補外して140。E線

に達する時期を予測し，これに対応する気象現象を予想

することができる．

　負域が1400Eに達する時期は低温・少雨の傾向で冬季

は吹き出しを伴い，夏季は雷雨，台風が対応して多雨と

もなり得る．

　負域が120。Eに達する時期は高温，多雨の傾向で低気

圧が発達するが，夏季は高温・少雨の傾向にある．しか

し，梅雨期は地方により集中豪雨のおそれがある．
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